


目 的 

 2017年春、むつ市内の桜の開花状況が芳しくない状況を踏まえ、桜の開花を毎年

心待ちにする市民感情に応え、またゴールデンウィーク時期に満開を迎えるむつ・下
北地域の桜を観光資源として積極的にＰＲしていくため、市内の主要なお花見スポッ
トを中心とした、むつ市における桜の満開を目指す。 

これまでの花芽の割合（２０１６年比） 

はじめに 

2017春 2018春 

早掛沼公園 ３割 ４割 

水源池公園 ６割 ７割 

プロジェクト以前の取組 

対策／地域 早掛沼公園 水源池公園 運動公園 大畑桜ロード 大畑中央公園 川内地区 脇野沢地区 

施肥（肥料） × × × × × × × 

薬剤散布 × × × ○※ × × × 

ウソ追払い △ △ × × × × × 

※大畑桜ロードは管理者である県が病気・害虫の発生を確認した箇所のみ実施 













むつ 川内 大畑 脇野沢 

早掛沼公園 水源池公園 庁舎・川内川左岸 中央公園 愛宕山ほか 

実施日時 
10/27(土) 

10:00～11:30 
10/27(土) 

13:30～14:30 
10/30(火) 9/25(火) 

10/16(火) 
10/25(木) 

参加者数 約230名 約170名 32名 8名 8名 

特記事項 

・早掛沼公園には田名部中野球部が参加 
・はばたきホークス（一田小野球部）・緑の少年団は雨天のため欠席 
・同日、新町商店会50周年記念植樹を実施（50本のソメイヨシノ植樹） 
・管工事協会より飲み物 
・缶バッジ作成 







各地区での施肥 





























2019春の状況について（花芽数） 

早掛沼公園：昨年より倍程度多かった（2016比8割） 
水源池公園：昨年より２～３割多かった（2016比8割） 

【考察】 
花咲か大作戦（施肥）の効果があった！！ 
水源池公園では１芽から６輪の花が咲いている木も 
ウソの飛来数大幅減 
 ・リペラーの効果があった！！ 
 ・大陸から飛来するアカウソ・ベニバラウソが確認されなかった 

まとめ 



２公園合計 早掛沼公園 水源池公園 

人数 前年比 人数 前年比 人数 前年比 

(人) (％) (人) (人) (人) (％) 

2017 30,935 115.7 21,065 123.3 9,870 102.2 

2018 35,208 113.8 19,919 94.6 15,289 154.9 

2019 39,643 112.6 26,322 132.1 13,321 87.1 

 早掛沼公園（開花4/24、満開4/30、葉桜5/6） 
 水源池公園（開花4/22、満開4/28、葉桜5/4） 
 入り込み数は前年比112.6％に増加 
 特に早掛沼公園の来園者が増加 
 →天候や開花状況が要因か？ 
 「市民みんなで桜に肥料をあげている」という声が聞かれた 
 ステージイベント以上に桜の状態と天候が重要（観光協会） 
 早掛沼公園のバリアフリー化を検討してほしい（観光協会） 

むつ市観光協会発表資料から抜粋 



 市制施行６０周年記念植樹の実施（秋の陣と同時開催） 
 市民協働の施肥『花咲か大作戦』の継続実施 
 →つぼ肥の徹底・施肥時期遵守 
 
 
 
 
 
 
 
 取組の拡大・地域への波及 
 →施肥箇所増加（早掛沼・水源池以外の市所有桜への施肥） 
 →市民への肥料配付 
 ウソは悪者ではないという意識付け徹底 
 剪定方法の研究 
 肥料の地産地消継続 
 リペラーの使用方法に関する検討（機器増設／電源の確保等） 
 害虫発生時の薬剤散布 
 早掛沼公園の魅力向上検討 
 →バリアフリー化 
 →桜のライトアップ 




